
（別紙３）

～ R8　年　3　月　16　日

（対象者数） 12名 （回答者数） 12名

～ R8　年　3　月　16　日

（対象者数） 4名 （回答者数） 4名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 保護者への支援内容の共有方法をさらに工夫する

2
支援内容の幅を広げるための職員研修の充実

3 未就園児や午前利用のニーズに応じた支援体制の検討

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 午前利用（未就園児・個別療育希望）の受け入れ体制の周知

2 地域交流については状況を見ながら検討

3 相談支援専門員や関係機関への情報発信の強化

児童発達支援・放課後等デイサービス Knop

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス　Knop

○保護者評価実施期間 R8　年　3　月　9　日

○保護者評価有効回答数

R8　年　3　月　9　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R8　年　3　月　28　日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

午前中の利用児童が少ない 利用児童の多くが園に通っており、午後利用に偏っている

地域との交流機会が少ない
感染症対策や運営上の理由により外部交流の機会が限られてい
る

個別療育を中心とし、一人ひとりの発達段階に応じた支援を
行っている

視覚支援や課題の構造化を行い、子どもが理解しやすい支援を
行っている

落ち着いた環境の中で、集中して取り組める体制を整えている 短時間でも達成感が得られるよう支援内容を調整している

保護者へのフィードバックを丁寧に行い、家庭と連携した支援
ができている

日々の様子を連絡やフィードバックで具体的に伝えている

事業所における自己評価総括表公表


